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「放送を語る会」             ２０１４・４・２６

緊急集会「ＮＨＫの危機 今何が必要か～高まる会長辞任の声を

             改革にどう生かすか～」

参加者アンケート

（１） 本日の集会についてのご意見、感想

＊川本さんの取材者としての報告は貴重だった、4人のＯＢの方の意見も大事だと思う

砂川さんのＮＨＫの若手のつらさの話は切なく胸に響いた、どうしたら彼らを救うこと

が出来るのだろう

ＯＢは遠吠えを続けるだけなのだろうか、深く悩む

＊砂川さんの放送法にかかわる発言は原点に戻った視点でよかった、受信料の役割、視聴

者からの立場を生かす提案がよかった

ＯＢの発言はＮＨＫにたいする思いがこもっていて心うたれた、ＯＢの参加が多かった

のもＮＨＫに対する危惧の思いがあるからだと感じた

＊砂川さんと川本さんの講師の方のお話はよかったです

＊いずれにしても「経営委員の選出方法」を再検討してほしい、政治絡みの選出方法では、

もとのもくあみで同じ顔ぶれが選ばれると思う、受信料を払う人の意見が反映される方

法がないものか、視聴者の目線が必要と思う

＊グッドタイミングの良い企画です、本日を機会に署名と経営委員への手紙（籾井罷免の）

に取り組みます

＊権力側にメディアジャックされた歴史を良くかみしめるべき、その意味で若い人の参加

者が少ないと思います(残念)

砂川氏が発言していましたが、籾井・百田・長谷川ヤメロだけでなく、公共放送の在り

かたとは何か、どういう方向性が必要かを理解しました

外堀の運動が大きくなれば、内堀の労働者も立ちあがれるのでは・・・・

＊私はＮＨＫの番組が大好きで（民放はレベルが低すぎる）よく見ています、だからこの

信頼性のあるＮＨＫが偏向していることには危機を感じています、この間の消費税値上

げ、秘密法、集団的自衛権についての報道など、まるで政府の広報番組で見ていて耐え

られません

そうした中で、こうした集会や運動に出来るだけ参加して、より良いＮＨＫになるよう

に関わっていければと思っています、戦前の大本営発表の再現にならないようにしたい

と思っています

＊砂川先生の話は時系列的で放送の歩みとゆがみが分かりました、ＮＨＫＯＢの方の話は
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興味深かったです、感動的なものでした

＊私は総理、経営委員長、会長あてに何度も手紙を書き、辞任を求めてきました、不払い

も始めました、国民のほとんどが同じ考えだと思います

＊早速の出版「ＮＨＫがあぶない！」感動しました、ここへ来れば買えると思ってきまし

た，ＮＨＫＯＢのお話興味深く聞きました、また別のアングルからこの問題やり続けま

しょう、

私も長くテレビ番組を作ってきました(制作会社所属)ＮＨＫの番組で「平和憲法」とい

う言葉のカットを命じられた経験があります、これからはどれほど厳しくなるか憂いで

す

＊2 月の集会でも感じたことであるが、出席者の年齢が高い事、逆に言えば若い人の出席が

少ないことは問題、砂川さんの話は大変明確、こうした話がもっと広く聴けるとよい

＊ＮＨＫの問題については一度きちんと学習したいと思っていました、今日は基本的なこ

とから学ぶことができて良かったです、遠くから来た甲斐がありました、

自分の中で“こなして”、地域での仲間作りをしていきたいと思っています、

踏まれても踏まれても、けられてもけられても、しがみついてよい番組つくりにがんば

っている職員の方がおられるだろう～ことに励まされながら、番組を選びながら見てい

ます、とくに原発関連！

ささやかな抗議として、口座払いの凍結をします

＊ＮＨＫを私たちの望む公共放送として発展させていくためには

（１）籾井氏の退任の実現と同時に（２）ＮＨＫ経営委員会自身および職員の努力が必

  要だと思います、そのことが砂川先生のお話で明瞭となりありがとうございました

（３）「視聴者のみなさまと語る会」に出席出来たら、私は要望を述べ、意見を提出した

  いと考えます（４）ＮＨＫにはハガキやＦＡＸ、メールで絶えず意見を伝えていくよ

  うにしたいと思います

  前途多難の思いがしますが、ひとつひとつやっていくしかないと思いました

＊砂川先生の話が単なる表面上の人事問題ではなく、公共放送の本質を問うことの重要性

を感じた、若い人が全くおらず残念だった、20 代ぐらいではＮＨＫに対して、集会のよ

うな雰囲気は殆どないようにも思う

（２）今後の企画についてのご希望・ご意見

＊籾井さんが倒れるまで、ＮＨＫが正常化するまで、同様のシリーズを続

けてください

組合、若手の現役職員とのやりとりが出来るといいですね

＊勉強会があれば、参加したい

＊継続した集会を望みます

＊砂川さんのご意見にあったように、公共放送はどういうサービスが必要か、
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どういうところまでサービスが必要か、この籾井問題を機会に考えてみては

いかがだろうか

＊出来たら現役のＮＨＫ職員も「放送を語る会」の集会に参加してほしい

＊受信料口座引き落としの凍結をすすめる

ＮＨＫに直接声を届ける、こうした集会を随時開いて運動の輪を広げていく

＊若い人はテレビ離れしています、ＮＨＫに興味をほとんど持っていません

こうした人々に「就活の対象としてのＮＨＫ」などを「放送を語る会」で

企画してください

「ＮＨＫと女性職員」といったテーマで職場の不平等・女性差別・戦争を

助長する態勢などを切り込んでください

＊とにかく 3人罷免です、彼らの発言を映像でみんなに見えることが出来ない

でしょうか、長谷川さんは男女参画社会で「子育ては女がやればいい」と言

っています、もっと 3人を追い詰める為に彼らの発言を広めることも必要か

と思います、天皇が「あらひと神」というバカバカしさなどもっと知らしめ

たいです

＊若い参加者が見当たりません、インタネットを利用し、もっとこの活動の

呼び掛けやツイッターでの発信が必要だと思います

例えば「きっこのブログ」などで紹介してもらえるのではないでしょうか

もしくは大学に出向いて議論する、反骨の歌手コンサートなど

＊日本における公共放送はどうあるべきか、系統的に学習・検討を積み上げて

いく場作りをご検討ください

＊放送の中でも民放の放送内容が最近とみに劣化していませんか、保守・政権

側の政治家、その関係者がひんぴんと出演したり、ジャーリズム精神が全く

欠落しているようなものが多すぎる

民放の問題もテーマとして取り上げ、シンポジウムなり、議論の場を設けて

みてはどうでしょうか


